
背景
電力当たりの処理能力が高いコンピュータの実現は IOWN の重要な課題の一
つです。現行のサーバにも省電力機能は搭載されていますが、それらは省電力
化と引きかえにアプリケーションの性能を損ねてしまうリスクがありました。

成果の概要
PADACは、アプリケーションの性能と省電力を両立させ、IOWNがめざすデ
ィスアグリゲーテッドコンピューティングの電力効率を最大化する技術です。
本展示では、一例であるCPU省電力制御技術により、性能を損ねずに消費電力
を最大20%程度削減する様子をお見せします。

技術のポイント
アプリケーションを実行するCPUコアを限定することで残りのコアをSleep状態に遷移

OSやIO割り込みなどを一部のCPUコアに制限することでSleep状態のCPUコアを維持

Linux OS搭載サーバに汎用的に適用可能かつアプリケーションに対する改造不要

この研究がもたらす未来
PADACは、IOWNがめざすディスアグリゲーテッドコンピューティングの電力効率最大化と、データセンタで稼働して
いるサーバの省電力化により、環境負荷と事業コストの低減を実現します。
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